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ゲーム型教材を用いたキャリア教育の実践
ー学習者の批判的思考態度に着目してー



背景①大学のキャリア教育の現状

・全学部でキャリア教育科目を必修としている大学は41.9％と半数以下
（日本学生支援機構 2019)

・長崎大学でもR３年度キャリア科目が全学部で必修化される

キャリアガイダンスが様々な大学で行われるように（文部科学省2011）

大学教育においてキャリア教育が注目される

キャリア科目の必修化には各大学で差がある



背景②近年のキャリア教育実践

学習者の特性や実態によってキャリア教育の学習効果には差がある
（佐藤ら 2016）

例：講義を受講した学生orしていない学生、授業への意味付けの違い

ゲーム型教材「ジョブスタ」を用いたキャリア教育を実践

ゲーム型教材の有用性を示した(福山ら 2019）

福山ら（2019）の実践も例外ではないことが想定

・現代社会に資する能力の向上

・職業≒社会



背景③批判的思考について

知識基盤社会の移行

キャリア形成における「基礎的・汎用的能力」（文部科学省 2011）

社会で求められる汎用的能力の重要性が高まっている

・汎用的能力のひとつ

＜批判的思考＞

自分の考えが正しいかどうかを振り返り，立ち止まって考えたりする
ことが本質にある（楠見ら 2015）



２．研究目的

ゲーム型教材を用いたキャリア教育の実践

批判的思考態度に着目し，ゲーム型教材を用いた

キャリア教育における学習効果を明らかにする



３．授業実践

〇実践の流れ 対象：長崎大学情報データ科学部1年生30名

オリエンテーション

事前アンケート

アイスブレーキング

ゲーム(３R)

ルール説明

リフレクション

事後アンケート

・キャリア形成に資する5つの能力（福山ら 2019）

・批判的思考態度（平山ら 2004）
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４．評価方法

【事前アンケートのみ】

「批判的思考態度尺度（平山ら 2004）」

【事前・事後アンケート】

「キャリア形成に資する5つの能力（福山ら 2019）」

論理的思考
への自覚

探求心

客観性 証拠の重視

キャリア
計画性

キャリア
自己理解

プロアクティ
ブ行動

自己効力感
前向きな
職業観

大学生426名の平均

各因子の
下位群

各因子の
上位群 被験者間

比較の要因

被験者内
比較の要因

プロアク
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５．結果・考察

第一要因：「客観性」（主観にとらわれず客観的に考えようとする態度）
第二要因：「キャリア自己理解」・「キャリア計画性」の平均値の変容

二要因混合比較による分散分析 上位群→16名 下位群→8名

「客観性」上位群→事前＜事後
「客観性」下位群→事前＝事後

キャリア自己理解 キャリア計画性



５．結果・考察

第一要因：「客観性」（主観にとらわれず客観的に考えようとする態度）
第二要因：「キャリア自己理解」・「キャリア計画性」の平均値の変容

二要因混合比較による分散分析 上位群→16名 下位群→8名

「客観性」上位群→事前＜事後
「客観性」下位群→事前＝事後

キャリア自己理解 キャリア計画性

自己理解を行ううえで
客観性は重要な態度

グループでの活動

キャリア計画性も



５．結果・考察
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キャリア自己理解 キャリア計画性

それぞれが自身のキャリア
自己理解についての証拠と
なるものを獲得した

「証拠の重視」上位群→事前＜事後
「証拠の重視」下位群→事前＞事後



６．結果・考察

・大学初期から「客観性」や「証拠の重視」を意識した
実践の検討余地あり

客観性

いつも偏りのない判断をしよう
とする

物事を見るときに自分の立場
からしか見ない

一つ二つの立場だけではなく, 
できるだけ多くの立場から考え
ようとする

証拠の
重視

結論をくだす場合には, 確たる
証拠の有無にこだわる

判断をくだす際は, できるだけ
多くの事実や証拠を調べる

何事も, 少しでも疑わずに信じ
込んだりはしない

様々な面から物事を考え、結論をくだす



７．まとめ

【目的】

批判的思考態度に着目し，ゲーム型教材を用いたキャリア教育に
おける学習効果を明らかにする

【結果・考察】

・客観性上位群→キャリア自己理解・キャリア計画性が向上

・証拠の重視上位群→キャリア自己理解・キャリア計画性が向上

【今後の課題】

本実践で得られた基礎データをもとに，より詳細な学習効果を検証
する


